
 

令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 芝川 小学校 ）     学校番号 ０６８                            【様式】 

目 指 す 学 校 像 輝く笑顔 学ぶ意欲あふれる学校        

          

重 点 目 標 

１ ICTを最大限活用したデジタルの優位性と「協働」を組み合わせた教育への理解と実践 
２ 教職員・児童それぞれの危機管理（回避）能力を素地とした安心安全な学校づくり 
３ 学校・家庭・地域が目標やビジョンを共有し、連携・協働するスクール・コミュニティの構築 
４ 教職員がアイディアを出し合い、新たな学びのスタイルに向け挑戦し続ける校内体制の創造 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和７年２月１３日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

〈現状〉 

○全国学調では、国語、算数ともに全国、県・市

平均と比べ低い結果である。 

○市学調では、３～６年の全学年、全ての教科に

おいて市平均を３ポイント以上下回っている。 

○市学調では、学習への関心・意欲・態度に関す

る質問に肯定的な回答をした児童の割合は、市

平均と比べ大差はない。 

○タブレット端末を器用に操り、学習課題の解決

に向けた調べ学習やまとめに主体的に活動する

児童が多い。 

〈課題〉 

○全国学調の結果分析から、国語では「言葉の特

徴や使い方に関する事項」、回答形式では記述

式に弱いことが分かった。算数では、「データ

の活用」、回答形式では短答式に弱いことが分

かった。市学調でも同様の傾向にある。 

○ＩＣＴを最大限に活用したデジタルの優位性を

生かした活動と多くの人とのつながりを感じる

体験や交流等の協働作業を組み合わせた授業を

児童主体で展開していく必要がある。 

・ICT を最大限

に活用した、

「個別最適な

学び」への理

解と実践 

 

 

 

 

 

➀ICT を駆使して、主体的に学ぶ授業の

中核に位置付け、児童自らが学びを

デザインできるよう教師が意図的に

仕掛けを用意する。 

➁教職員研修を自主研修とし、「さいた

ま市『アクティブ・ラーニング』型

授業」への理解と実践力を高める体

系的な研修を推進委員会主導で実施

する。 

③教える側主体から学ぶ側主体へと授業

を改革し、毎日 ICT を活用し一人ひ

とりの状況に応じた「個別最適な学

び」を提供する。 

➀児童アンケート「ICT を活用した授業

は楽しく分かりやすいか。」の項目に

おいて肯定的な回答をする児童の割合

が 90％以上になったか。 

➁学校課題研究の振り返りで「理解が深

まり授業スキルが身に付いたか」にお

いて肯定的な回答が 90％以上となっ

たか。 

③教職員アンケート「児童が毎日 ICT 

を活用し、自ら調べ、学習する環境を 

整備したか。」において肯定的な回答 

の割合が 90％以上となったか。 

○アンケート結果では、ほぼ 100％の児童が楽

しいと回答しているものの、学習理解が高ま

るといった相乗効果は得られていない。 

 

○自主研修を通じて、自らの指導を見つめ直

すことができたようである。また、他の教員

の実践から学ぶ研修を同時に行ったことで、

新規の指導スタイルを学ぶことができた。 

○低学年における ICT の使用頻度は確実に向

上している一方、読む・書くなどの基礎を取

得する必要があることから、十分なウェイト

とは言えない。中・高学年はクリアできた。 

Ｂ 

（課題） 

（１）児童の学力を底上げする必要が 

ある。 

（２）ICT や AI を活用した授業スキル 

を一層高めていく必要がある。 

（改善策） 

（１）タブレット端末の活用に加え 

て、アナログ（読み書き計算） 

の学びに地道に取り組む時間を 

確保する。 

（２）学校課題研修として、ICT や AI 

について学ぶ機会を創出する。  

・ICT の活用等を通して学力

の底上げを図るとともに、

楽しく学びがいのある学校

を目指して、知・特・体・

コミュニケーションのバラ

ンスのとれた子どもたちの

育成に継続して努めていた

だきたい。 

・人とのつながり、対話の

ある教育活動はこれからの

時代に必要不可欠だと感じ

ます。これからも大切にし

ていただきたい。 

・多様な他者と

の体験や交流

がある「協働

的な学び」の

実践 

 

 

 

 

①ICT を利活用しながら、他者と対話し

力を合わせて課題を解決するペア・グ

ループ学習を積極的に取り入れる。 

③クラウド環境「スクールダッシュボー

ド」の有効活用について実践例を共有

し、ストックしていく。 

③担任以外の教職員、保護者、地域との

交流を通じて、児童が多くの刺激を受

ける場を提供する。 

➀教職員が主体的に実践し、方法や成果

について検証し、他の教職員と情報を

共有することができたか。 

②教員が率先してクラウド環境を日々の

実践に取り入れ、児童が自ら学びに向

かう力を高めることができたか。 

③教室外や学校外を学習の場に選定し、

多くの人と児童がふれあう機会を設定

することができたか。 

○児童主体の学習として、グループ等を効果

的に活用し、対話を交えた授業を展開するこ

とができた。 

○クラウドに保存した児童の作品等を授業の

中で効果的に活用し、学びを深めている学級

が見られた。 

○学びの場を校外に求め、直接講師等から話

を聞いたり見学したりすることに重点を置い

た学習を展開することができた。 

 

Ｂ 

（課題） 

・どの場面で対話を重視した児童主体 

の活動を取り入れるのが効果的か、 

より深く研究する必要がある。 

（解決策） 

・１単位時間ごとの教材研究を深める 

ため、業務改善を実行し放課後の時 

間を捻出する。 
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〈現状〉 

○児童とその保護者に寄り添い、信頼関係の構

築・発展を図るとともに、継続的な観察やアン

ケート等を活用し、児童理解に努めている。 

○施設整備の不具合が認められた場合、児童の安

全確保への措置を速やかに行い、市教委と連携

し対応している。 

〈課題〉 

○児童一人ひとりの状況を的確に把握し、迅速か

つ適切に、全教職員が同一歩調で組織的に対応

する体制が必要である。 

○教職員による安全点検を確実に行うだけでな

く、児童自らが日々の生活を振り返り、安全に

対する意識を高めていく必要がある。 

・いじめ、差別

を許さない児

童一人ひとり

が安心安全を

感じる環境づ

くり 

 

➀教職員間の対話を活性化させる時間を

放課後に確保するとともに、毎週月

曜日の職集で生徒指導、教育相談に

関する情報共有の場を設定する。 

➁アンケート等の結果や面談等を通じ

て、児童の心の状態を把握し、専門

職や保護者を巻き込んだ迅速かつ適

切な支援を行う。 

①教職員間の情報共有が活性化し、生徒

指導、教育相談に係る攻めの具体策を

立て、同一月内で対応できたか。 

 

②アンケート等の結果を学校全体で共有

し、関係分掌を中心に SC や SSW、関

係機関等、保護者と連携し具体策を講

じたか。 

○いじめの未然防止については成果が上がっ

ている。認知件数は他校と比べると少ない

が、初期対応から見守りまでの流れがスムー

ズに行われている。 

○生徒指導、教育相談、特別支援分野におい

て、専門職が効果的に機能し、児童やその保

護者との連携が適切に図られている。また、

教職員間の情報共有も十分にできている。 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

（課題） 

・いじめの定義について、より深く理

解し、認知への意識を変えていく必

要がある。 

(改善策) 

・いじめの認知をこれまで以上に積極 

的に行うよう、研修を実施する。 

  

・いじめの未然防止について、

これからも意識を高くもち、初

期対応から見守りまでの流れが

スムーズに行われるようお願い

した。 

・施設設備については、老朽化

に伴い修繕等の箇所が出てくる

と考えられる。市教委との連携

を密にするとともに、教職員間

の情報共有を活発に行い、これ

からも子どもたちにとって安全

で安心できる学校生活が送れる

よう努めていただきたい。 

・教職員・児童

の 危 機 管 理

（回避）能力

の向上 

➀毎月の安全点検の重要性を教職員に呼

びかけ、報告があった不備について

は速やかに現状を確認し、管理職と

事務職員が連携し対応を協議する。 

➁児童自らが日常の危険を予測したり回

避したりすることができるよう、朝

会や集会等で児童に呼びかける。 

①施設設備の不備等について報告があっ

た場合は、速やかに関係職員で協議

し、修繕等を１週間以内に手配する。 

 

②児童の危機意識の欠如が一因であると

考えられる防犯、交通、防災上の事故

を根絶できたか。 

○施設設備については、可能な範囲で速やか

に対応できている。予算の関係で執行できな

いものもあるが、市教委と連絡を取り合い、

今後のことについて対応を協議している。 

○現時点までに、児童の命を脅かすような事

案は発生していないことから、危機意識の形

成には一定の成果があると考えている。 

 

 

 

 

 

Ｂ 

（課題） 

・予算の関係で、修繕等ができない現

状がある。 

（解決策） 

・市教委との連携を密にするとともに

ＰＴＡ等を協議し、根気強く解決策

を見出していく。 
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〈現状〉 

○登下校の見守り、読み聞かせ、おやじの会、自

治会や育成会、ＰＴＡの支援を受け、学校と地

域が一体となった活動が定着しつつある。 

○学校だよりやＨＰ等を活用して教育活動を広く

地域に広報するとともに、授業参観や各集会、

学校行事等を積極的に公開している。 

〈課題〉 

○学校運営協議会においてＳＮＮ等地域の教育力

を活かした活動（行事）の実現に向けた熟議を

重ね、積極的に行動していく必要がある。 

・学校運営協議

会と SSN 等が

連動し、学校

と地域一体感

ある取組の充

実 

➀学校運営協議会や SSN の取組に関する

情報を学校だよりや学校 HP で発信す

るなど、広く広報活動を行う。 

➁学校地域連携コーディネーターが地域

等との連絡調整役となり、協働のある

取組を実施する。 

①学校 HP の更新を毎月実施し、学校と

地域の協働に関する実績を保護者や地

域に広く広報する。 

②学校運営協議会での熟議で出された話

題を地域に発信し、協働して取り組む

コミュニティを構築する。 

○学校 HP の更新には課題が残った。普段から 

目にするものではないため、他の方策につい 

ても協議を重ねておくべきであった。 

○コーディネーターの果たすべき役割は概ね 

達成できた。連携も順調である。 

Ｂ 

（課題・解決策） 

・学校運営協議会の実施については、

計画通りであったが、その内容を地

域等に発信できなかった。 

＊アプリ等を活用し、周知していく。 

 

・PTA や地域等のイベントの周

知が、学校だよりの自治会への

回覧等により保護者・地域に適

切に行われ、学校の様子を伝え

ることができている。子どもた

ちが地域行事等のイベントに多

数参加していた。今後も積極的

な広報活動に努めていただきた

い。 

・学校や地域の

行 事 を 通 じ

て、互いがつ

ながり合い、

共に成長する

機会の拡充 

➀ おやじの会等の協力の下、学校や地

域行事への参加を児童や保護者、地域

等に広く発信する。 

➁学校と地域が互いの行事に参加し合

い、親睦を深める。 

①学校と PTA やおやじの会が協働する行

事やイベントについて保護者や地域に

学校から広く広報したか。 

②学校行事への地域参加、地域行事への

学校参加を通じて、互いの連帯意識が

向上したか。 

○PTA やおやじの会のイベントの周知が適切に 

行われ、参加者も昨年より増加した。周囲か 

らの評判もよく、今後も継続事業としたい。 

○行事を通じて、学校に対する理解は深まっ 

たが、地域行事への参画には進展が見られな 

かった。 

Ａ 

（課題・解決策） 

・地域行事は週末や夜間での開催が多

く、教職員の参加は難しい。 

＊任意での参加を今後も呼び掛けてい

く。 
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〈現状〉 

○特別の教科「道徳」の研究の成果として児童の

自己存在感、自己有用感を高める教育活動が定

着している。 

○長期欠席児童へは、専門職や保護者との連携、

オンライン授業や「Sola（ソラ）るーむ」の運

用等を通じて教育機会の確保に努めている。 

〈課題〉 

○教員がこれからの教育の方向性を見通し、失敗

を恐れず新たな学びのスタイルに積極的に挑戦

し続ける必要がある。 

・全教職員がア

イディアを出

し合い、新し

い学びのスタ

イルに向かっ

て挑戦し続け

る意識の向上 

 

➀ ICT の効果的活用やアクティブ・ラ

ーニング型授業の実践つながる自主研

修を毎月１回以上行う。 

 

➁可能な限り他学級の授業参観や他校の

教育実践を参観し、教育のトレンドに

ついての識見を広めていく。 

➂国の動向や本市の目指す教育に関する

情報を教員にリアルタイムで提供する

ことで、新たな学びに挑戦する意識を

高める。 

①市教委と連携し理論を学ぶ研修を行う

ことで、教員が日々の実践に役立つス

キルを習得し、授業実践への意欲につ

ながったか。 

②全ての教員が自らの目標に向け授業改

善に取り組み、校内でその成果を報

告・共有することができたか。 

③市教委や新聞の切り抜きを教職員に情

報提供することで、本市の目指す教育

を実践することができたか。 

○ICT の活用をはじめ、市教委の示す教育施策 

を日々の教育活動に反映するなど、教員の意 

識に変容が見られる。今後も本スタイルを本 

校において推奨していきたい。 

○学期に１回程度、研修の成果を発表する機 

会を設けた。教員の反応として、○○教諭の 

授業が参考になったとの感想が出ている。 

○月に１～２回のベースで情報提供を行っ 

た。他校の教員が知らない情報も本校教職員 

は知っているケースが増えている。 

Ｂ 

（課題） 

（１）本市の教育施策に取り組む際に 

は、軽重を付けて実施する必要 

がある。 

（２）教員一人ひとりが、アクティ 

ブ・ラーニング実践への意識を 

高くもち、実践を重ねていく必 

要がある。 

（解決策） 

・教育施策や指導法について学ぶ研修 

を計画的に実施していく。 

 

研修の機会を積極的に設定した

り教育情報の発信を行ったりし

て、教職員の資質向上に努めて

いる。次年度に向けて課題を十

分に把握し、研修を計画的に実

施していただきたい。 



 


